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福岡西総合庁舎の敷地を公民連携で有効活用 

～「定期借地方式による土地貸付」の公募を開始～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 物件概要（所在地：福岡市中央区赤坂１丁目８－８） 

面積    ３，５６２．６８㎡ （約１，０７７坪） 

用途地域  商業地域（建蔽率/容積率…８０／４００） 

 

             

 

 

２ 主な公募条件 

  借地料     １１８，０００千円／年以上で、応募者により提案 

  借地期間    ５０～７０年間の範囲内で、応募者により提案 

  県内企業参加  本店が県内に所在する企業が参加する場合、審査において加点 

  県のＰＲ等   県産資材の使用や提案建物の環境性能への配慮等、県のＰＲや県政

策への協力についての提案を求める 

３ 公募スケジュール 

  公募開始             令和 ６年 ７月 ２日（火） 

応募申込の受付         令和 ６年 ８月３０日（金）～９月１３日（金） 

提案書類の受付         令和 ６年１１月１１日（月）～２２日（金） 

優先交渉権者の決定       令和 ７年 ３月頃（予定） 

新施設建設工事着工       令和１０年 ３月頃（予定） 

新施設竣工・西福岡県税入居   令和１２年 ３月頃（予定） 

財産活用課 

直 通：092-643-3235 

内 線：２３８０ 

担 当：大塚 

県では、ＰＰＰ（公民連携）により、県事務所は民間新施設を賃借し、また

長期にわたり借地料収入を得ることで、築４０年を経過した庁舎の維持管理や

建替えのコスト削減を図るとともに、民間事業者のアイデアを活かした再開発

により、周辺地域の活性化につなげてまいります。 

福岡西総合庁舎の敷地について、「定期借地方式による土地貸付」を行うこ

ととし、本日から民間事業者を公募します。 

公募要項等はこちら 

対象地 

住友不動産 

ふくおか半蔵門ビル 
コネクトスクエア博多 



 

４ 県が庁舎を持ち続けた場合とＰＰＰ導入との県コスト比較（７０年間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

【参考】ＰＰＰの先行事例 

 （１）ふくおか会館敷地有効活用事業（建物名称：住友不動産ふくおか半蔵門ビル） 

（東京都千代田区麹町 1-12-1） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※定期借地：平成 29年 4月より 70年間、当初借地料：341,300千円/年 

 

（２）福岡東総合庁舎敷地有効活用事業（建物名称：コネクトスクエア博多） 

  （福岡市博多区博多駅東 1-17-1） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※定期借地：令和 4年 3月より 70年間、当初借地料：222,000千円/年 

 

（３）福岡高等技術専門校跡地有効活用事業（設計中） 

  （福岡市東区千早 4-3025-3） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※定期借地：令和 7年 2月より 70年間（予定）、当初借地料：32,600千円/年 

対象地 

対象地 

対象地 

完成イメージ 

※テナント構成 

・東京事務所 

・飲食店 

・一般企業事務所 

※テナント構成 

・博多県税事務所 

・飲食店 

・一般企業事務所 

※テナント構成（予定） 

・福岡農林事務所 

・福岡市千早公民館 

・店舗等 

・賃貸マンション 


